
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 １ 主催者挨拶                埼玉県教育局東部教育事務所主席指導主事 

 ２ 会場校長挨拶               行田市立東小学校長 

 ３ 指導者紹介                松伏町立松伏小学校長  岡田 直人 様 

 

 

 

 議題「できるようになったことはっぴょうかいのけいかくをたてよう」 

                                内容〔共通事項〕（１）ア 

 

 

  

 

   

 

 

  

 

          

 議題「○○さんとのふれあい集会の計画を立てよう」       内容〔共通事項〕（１）ア 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

       

 議題「学級文庫の使い方を考えよう」              内容〔共通事項〕（１）ア 

 

 

 

 

 

 

第１日 小学校 

 

平成２８年１０月２０日（木）行田市立東小学校 

 東部地区特別活動研究協議会（学級活動授業研修会） 

開会行事                            １３：２５～１３：４０ 

 

公開授業                            １３：５０～１４：３５ 

 
第１学年 学級活動     

第４学年 学級活動     

コの字型の隊形 １年生の計画委員（輪番制） 教師の助言 

計画委員による進行 教師の助言 意見を出し合う 

第５学年 学級活動     

計画委員による進行 教師の助言 出された意見を比べる 

※学年の異なる３学級の授業を公開。参加者は自身の計画により自由に参観。 

 



 
 

参会者へのアンケート結果（複数回答） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔公開授業〕 

 ○学校全体で掲示物や学級会グッズ、話型などが統一されていて、どの学級も学年の発達の段階に 

  合った話合い活動を参観することができました。 

 ○各学級とも、学級活動の実践が積み重ねられていることが伝わってきました。児童にも、自分の 

  学級をよりよくしたいという気持ちがあふれている話合い活動でした。 

 ○先生方が温かい雰囲気で児童に接していたのが印象的でした。 

 ○計画委員が折り合いをつけながら進行し、「まとめる」際には全員が納得したうえでまとめてい 

  くことができており、どの児童も嫌な思いをせずに話合いに参加しているなと感じました。 

 ○話合いに入る前の教師の話で、提案理由に対しての補足がされていたので、全ての児童がスムー 

  ズに話合いに入ることができていました。 

〔研究協議〕 

 ○学級経営、学習意欲の向上、学力向上にも、特別活 

  動が大きな影響を与えることを改めて認識しました。 

  今まで以上に実践を重ねていきたいと思います。  

 ○ワークショップ型のグループ協議を通して、高学年 

  の学級会における悩みや改善策について共有するこ 

  とができ、多くのヒントをもらうことができました。 

 ○御指導の「まずやってみること」という言葉が印象 

  的でした。どんどん実践したいと思います。 

研究協議（講義、協議）                     １４：５０～１６：２０ 

  

 

 ～参会者によるワークショップ型研究協議～ 

  担任している学年をもとにグループを編成し、教師、児童それぞれの視点 

 での話合い 

  ～講義～ 

１ 学力向上と学級集団 

２ 学級活動（１）の基本 

 ・実践のための話合い…「みんなでやりたいことがある」 

            「やらなくてはならないことがある」                

３ 学級目標を設定する 

４ 学級活動の展開 

 ・学級目標を意識した提案理由、目標や願いを意識した実践、目標や願いを意識した振り返り 

５ 環境整備 

講義   指導者 松伏町立松伏小学校 校長 岡田 直人 先生               

参加者の主な感想                          当日参加者３２名 

 

「学級会グッズ」の公開 授業者を交えてのグループ協議 グループ協議の発表 

Ｑ．リーフレット等をどのように広めていくか 


